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北海道十勝地方におけるクマケラの分布’

日本野鳥の会十勝支部２

はじめに

クマケラDryO”妬加αガカfsは，北海道では留鳥で，これまでにも各地で記録されてい

る．しかし，1978年に行われた第２回自然環境保全基礎調査の動物分布調査報告（鳥類）

（環境庁1979）でもクマケラの分布はとりあげられず，よく知られていない．クマケラ

は十勝地方にも生息しているが，分布についてこれまでまとめられたものはない．北海道

教育庁（1977）は，1970,1971両年にクマケラの調査を行ったが，調査地は大雪山系の上

川地方だけで，十勝地方では調査を行わなかった．

十勝支部（1983）は十勝地方のオオワシとオジロワシの分布について報告したが，今回

の報告はこれにひきつずき，十勝地方の稀少鳥類の分布に関する第２報である．

今回の報告に用いた記録は，主として支部会員によるもので，記録の提供者は次のとお

りである：猪股博之，川辺百樹高嶋純，竹内正人，藤巻裕蔵，三木昇，和田隆資，山田

由紀江．この他に阿部(1975)，藤巻ほか(1979)，芳賀(1976,1979,1983,1984ａ，１９８４

ｂ)，釧路市立郷土博物館々報ＮQ204,207，帯広畜産大学自然探査会会誌『どんかち』か

らの記録も用いた．

結果と考察

１．十勝地方の森林の概要

クマケラは森林性の鳥類なので，まず十勝地方における生息環境としての森林の概要に

ついて述べる．十勝地方の面積は1,0831mで，その65.6％が森林である．その内訳は，天然

林67.9％，人口林24.9％，それ以外は無立木地とその他である(北海道1984)．森林の大

部分は,北部の大雪山系,西部の日高山脈,北東部の阿寒地域,東部の白糠丘陵にある(Fig.

1ａ：北海道造林振興協会発行のr北海道の森林』1985年版による)．そのほか平野部の中央

部では，居辺山を含む上士幌町と本別町，音更町と池田町の町界の丘陵(居辺台地)，忠類

村，豊頃町，大樹町の町界の豊頃丘陵にも森林がある．平野部の大部分は市街地，住宅

地，農耕地となり，樹木で被われているのは農耕地防風林や残存林などだけで，クマケラ

の生息できるような環境はほとんどない．

森林は，平野部中央の丘陵ではミズナラやカシワなどを主要樹種とする落葉広葉樹林ま

たはカラマツ人工林である．山麓部はイタヤカエデなどを主要樹種とする落葉広葉樹林や

カラマツ人工林が多いが，標高が高くなると針広混交林となり，次第に針葉樹の割合が高

くなる．そして標高1200-1300ｍ以上でダケカンパ帯となり，1400-1600ｍ以上ではハイ
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図１．十勝地方における森林分布（ａ）とクマケラの分布（ｂ).､黒丸：繁殖期，白丸：非繁殖
期．

Fig.１．Distributionofwoodedarea（a）ａｎｄＤ”cnP恋”ﾌガ"ｓ（b）inTokatiDistirct，
Hokkaido,Blackcircle：breedingseason,Whitecircle：non-breedingseason．

マツ帯となる．

２．十勝地方におけるクマケラの分布

ここで用いたクマケラの観察記録は，1964-1985年に得られたものである．５万分の１

の地形図を，縦，横それぞれ４等分して，計16区分し，各区画ごとにクマケラの記録を図
示した（Fig.１b)．

これまで繁殖期（３月下旬から６月，有沢（1974）による）にクマケラが観察されてい

るのは，札内川上流部を中心とする日高山脈中央部（Fig.１bのＡ６，Ａ７)，十勝川上流

部，音更川上流部，然別湖周辺を含む大雪山系南部(Ａ２，Ｂ１，Ｂ２，Ｂ３)，白糠丘陵

の幕別町古舞（Ｃ６)，大樹町生花（Ｃ７)，豊頃町長節（Ｄ６）である．標高では，低い
所では100ｍ（浦幌町留真：Ｄ５，豊頃町長節)，150ｍ（幕別町古舞，大樹町生花)や300

ｍ前後(浦幌町瀬多来，活平：Ｄ５）から，上限は800～1,000ｍ付近(然別湖畔，芽室岳：

Ａ５）までの範囲である．森林のタイプでは低標高の落葉広葉樹林帯から針広混交林帯上
部までである．このうち，繁殖が確認されているのは，十勝幌尻岳ピリカペタヌ沢（Ａ

６)，然別湖畔，上士幌町幌加（Ｂ２）だけである．北海道教育庁（1977）の調査結果によ

ると，大雪山系の上川側では，主として標高600ｍの針広混交林帯から800ｍ付近の針葉樹
林への移行帯でよく観察されたという．しかし,十勝では,上述の地域の他にも標高４００ｍ
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付近（新得町近別：Ａ２，上岩松：Ａ３，札内川上流：Ａ７）での記録も少なくなく，ま

た落葉広葉樹林（足寄町九州大学演習林：Ｃ３，，３，幕別町古舞，大樹町生花）での記

録もある．

非繁殖期の記録しかない区画は，Ｆi9.lbでは白丸で示してある．この時期にもクマケラ

は上述の山地の森林で観察されているが，記録はあまり多くない．それは，冬季には山地

に入るのが夏にくらべて困難なためである．この他にも，非繁殖期に平野部の小さな林に

稀に飛来することがある．このような例としては，いまのところ帯広市稲田（Ｂ５）での

記録があるだけである（1977年９月16日～11月３日，1979年９月21日)．

以上の観察記録は，一部の地域にかたまっているように見えるが，これは，この地域で

よく調査が行われているからで，今後ほかの地域の森林帯でも調査が行われれば，クマケ

ラが記録される区画は増えると思われる．また，ここに用いた記録では，生息数が多いの

か少ないのかについて述べることはできないが，クマケラが山地の森林だけでなく，平野

部の丘陵地帯の森林にも生息することは明らかである．

要約

1.1964-1985年に得られたクマケラの観察記録に基づいて，北海道十勝地方におけるこ

の種の分布を明らかにした．

2．クマゲラは，繁殖期に平野部の丘陵の落葉広葉樹林，山地の落葉広葉樹林や針広混交

林に生息する．

3．標高では100-1000ｍの範囲に生息している．

4．クマケラは，非繁殖期には繁殖期に生息していた森林のほか，稀に平野部の小面積の

林に飛来することがある．
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